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平
成
十
三
年
度

進
修
同
窓
会
総
会
開
か
れ
る

去
る
四
月
八
日
　
(
日
)
'
平
成
十
三

年
度
定
期
総
会
が
'
母
校
体
育
館
に
て

約
三
〇
〇
名
の
会
員
出
席
の
も
と
に
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

ま
ず
'
応
援
指
導
部
の
指
揮
の
も

と
'
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
に
合
わ

せ
'
校
歌
と
1
高
讃
歌
の
斉
唱
'
物
故

会
員
に
対
す
る
黙
祷
の
の
ち
､
幡
谷
祐

一
会
長
二
二
輪
志
郎
校
長
の
挨
拶
が
あ

り
､
豊
嶋
貴
副
会
長
を
議
長
と
し
て
以

下
の
議
事
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
｡

1
㌧
　
平
成
十
二
年
度
事
業
報
告

二
､
平
成
十
二
年
度
決
算
報
告

三
､
平
成
十
三
年
度
事
業
計
画

四
､
平
成
十
三
年
度
予
算

五
'
同
窓
会
基
金
報
告

(
A
)
　
平
成
十
二
年
度
決
算

(
B
)
　
平
成
十
三
年
度
予
算

六
'
別
途
積
立
金
報
告
の
件

七
'
そ
の
他

(
A
)
　
推
薦
会
員
の
件

(
B
)
　
会
員
名
簿
発
行
の
件

七
号
議
案
の
　
(
A
)
　
で
は
昭
和
三
十

四
年
に
入
学
(
高
十
四
回
)
　
さ
れ
'
二

年
後
に
転
校
さ
れ
た
杉
本
百
合
(
旧
姓

駒
井
)
さ
ん
が
会
員
に
推
薦
さ
れ
ま
し

た
｡

十
分
な
審
議
の
後
､
全
議
案
と
も
満

場
一
致
で
可
決
･
承
認
さ
れ
ま
し
た
｡

閉
会
の
後
へ
　
引
き
続
き
母
校
体
育
館

で
恒
例
の
卒
業
周
年
祝
賀
式
が
開
か
れ

ま
し
た
｡

本
年
は
'
中
四
十
回
(
六
十
周
年
)
'
高

三
･
併
中
一
回
･
定
一
回
(
五
十
周
年
)
､

高
十
三
･
定
十
一
回
(
四
十
周
年
)
'
高

二
十
八
･
定
二
十
六
回
(
二
十
五
周
年
)

の
方
々
を
お
招
き
し
ま
し
た
｡

祝
賀
式
で
は
'
高
四
回
卒
で
来
年
五

十
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
本
橋
道
明
氏
よ

り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
､
招
待
者
へ
の
記

念
品
贈
呈
の
後
'
本
年
五
十
周
年
を
迎

え
ら
れ
た
高
三
回
卒
長
壁
英
雄
氏
よ
り

謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
｡

ま
た
会
場
を
別
に
移
し
て
の
祝
賀
会

で
は
'
往
時
を
懐
か
し
ん
で
の
交
歓
が

和
や
か
な
雰
囲
気
の
も
と
で
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
｡
今
回
は
特
に
高
二
十
回

の
応
援
指
導
部
の
方
々
が
参
加
し
て

華
々
し
い
エ
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ル
を
お
送
り
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だ

き
'
会
が
大
い
に
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り
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し

た
｡

総
会
で
挨
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す
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幡
谷
会
長

総
会
で
挨
拶
す
る
三
輪
校
長

総
会
開
始
前
の
会
場
の
雰
囲
気

同
窓
会
会
長
あ
い
さ
つ

-
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浦
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ー

会

長

幡

谷

　

祐

一

平
成
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と
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て
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､
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況
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が
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に
直
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｡

企
業
家
も
､
町
の
商
店
主
も
必
死
に

な
っ
て
'
生
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に
努
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を
し
て

お
り
ま
す
｡
生
徒
諸
君
の
父
母
も
'
兄

姉
も
総
て
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
お
判

り
の
こ
と
と
思
い
ま
す
｡

諸
君
の
た
め
に
懸
命
に
働
く
姿
を
見

れ
ば
'
そ
の
恩
に
報
い
る
べ
く
'
勉
強

に
励
む
こ
と
が
第
一
だ
と
思
わ
れ
る
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ず
で
す
｡
幸
い
に
､
当
校
の
生
徒
は
俊

才
が
揃
っ
て
お
り
､
格
別
の
力
持
ち
で

あ
る
こ
と
は
､
津
々
浦
々
に
遍
く
知
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
｡

し
か
し
'
学
問
よ
り
も
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
､
人
と
な
り
'
つ
ま
り
人

間
性
の
問
題
で
あ
り
ま
す
｡
今
'
礼
節

を
わ
き
ま
え
な
い
若
人
が
多
く
､
こ
れ

で
は
こ
の
国
の
将
来
が
危
ぶ
ま
れ
ま

す
｡
戦
後
'
日
本
に
対
す
る
ア
メ
-
カ

の
政
策
は
'
日
本
人
を
心
､
精
神
か
ら

崩
壊
さ
せ
る
こ
と
で
し
た
o
　
当
初
は
百

年
の
計
画
で
し
た
が
'
五
十
年
に
し
て

目
的
を
達
し
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
｡

人
間
社
会
に
お
け
る
礼
儀
は
'
車
の

潤
滑
油
の
よ
う
な
物
で
'
物
事
の
ス

ム
ー
ズ
な
関
係
も
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
ま

す
o
　
学
校
に
あ
っ
て
は
､
ま
ず
生
徒
が

教
師
を
尊
敬
す
る
こ
と
で
す
D
　
そ
し

て
'
教
師
も
ま
た
､
尊
敬
に
価
す
る
対

象
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
'
自
分
を
磨

い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
｡

ま
た
'
中
国
か
ら
輸
入
し
た
漢
字

を
'
平
仮
名
､
片
仮
名
と
組
み
合
わ
せ

て
築
い
た
一
つ
の
文
化
､
日
本
語
は
本

当
に
素
晴
ら
し
い
も
の
と
言
え
ま
す
｡

こ
の
言
語
の
衰
退
が
進
む
今
､
そ
れ
を

防
ぐ
た
め
に
も
'
日
本
語
の
再
発
見
と

い
う
も
の
が
必
要
な
時
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
｡私

は
今
年
'
県
内
の
中
学
校
の
生
徒

と
教
師
'
約
十
二
万
人
に
'
｢
日
本
語

の
た
し
な
み
｣
　
と
い
う
小
冊
子
を
作
っ

て
配
り
ま
し
た
｡
私
た
ち
が
見
過
ご
し

て
い
る
こ
と
や
基
本
を
網
羅
し
た
も
の

で
'
多
く
の
学
校
か
ら
お
礼
の
言
葉
な

ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
｡
あ
る
中
学
校

か
ら
は
'
約
二
百
人
に
の
ぼ
る
生
徒
の

皆
さ
ん
の
'
お
誉
め
の
感
想
文
を
頂
戴

し
て
お
り
ま
す
｡

1
高
の
生
徒
諸
君
も
正
し
い
日
本
語

を
し
っ
か
り
身
に
付
け
て
く
だ
さ
い
｡

ま
た
'
礼
節
を
尊
ぶ
心
を
養
い
'
そ
し

て
こ
の
素
晴
ら
し
い
国
'
日
本
に
生
ま

れ
た
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
｡
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な頭の徒リ会実りの重熱祝すさすま移こ始のたおお進 

晶絹窟ふ2-雲絹叢書雷慧差o描麦芽軍票書芸蓄雷雲賃三一/idiiiiiik新 し い 

に進らの年ま五五余のす遅ごす盤るをなあ期産幡き期か人通でろ通たわ会三迎 
は学教募少にす名名市ま-潤支そo石会感いつをこを氏わのれ氏省そもを学○らがまえ の' 

･÷､し 

ま､の三とりです員､ 

ろののし年をらこ学めたいいてえ展とし実と年り本育た紀一議れく予ノして鉄か建完す会男部 
ゆで変た｢担茨れと校｢'るういる閉りて施再度当ま格改○教月が､動新定で筋ら設了る施に子活 

淵鮎絹騨描 ン積工すはA化oル技 
テこの社し'茨求聞しのoLるとら｣｢い程導､にて｢ま-こ民叫激角平て十館事対国名 ーこも会ま昨城めく'たまてとし考をゆとの入来な'教し世の会ばしに方'月のが応大と 

と健の力会不生後の雅り世持つ高に進な科い二二測こさ明合省のす目とれむての変マ い勝発最しを易徒本に気のをのつけ度はこ行発学ま○○調のれ社なをか構○的りまか生狭化本と たを展後た担とが校続晩度目姿ててな地うが展技す一一査七ま会状はら達しの｣でが徒めを校す 喜輔甜鶴淵酢 

ご層すり国教重ま皆二る学ま気を持徒-飛学さ普阻技究がき編部｢わかしす性か日制 
挨のまに際育しす様武｢ぶす概身ち諸層躍等れ及止術所予不.科大れが｢oをに制度 
拶ごす努社の'oの勇寛誇oをに'君の的のてはは予が想透統学学ま'ゆこ育し｣の 
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棚湖鮎謂星 山京｣うをて団生｣の で都もあ合鬼子まの方 山府有のせがをれおな 
′各 馬器続級てうリい二さ出-彼発言一誌コ-なに岡す研ち ,請 追手旧と超信とズ欲入出-べつ-起更寵トれ業_旧紹れ雷撃宗主諾9号,ioと芸 

つに石地特じいバは寸版がきてを源_にー学ルずし年姓介たうるにろす酒こた童 

ぼるい落谷は得二もはにだぞ飲かがも日明ドとで白がる代るトの日アと本しす語のすのハて 古スがちさ立でこ知音見o正みら府㌧篠本-ふじウばブ生日最だののル足本か次に人たる族先こ地ン遂 舶招黒酢附 の族のす渡コにしの大人はっし′､ま んこ揚にてのてのはが本のこのマり なれげな日弥暖痕日日の上れ足ニつ りはたつ本生か跡本本気から跡ヨい と既後たの.いをにか侯ら日をンた 納ににo歴古来止残らがは本歴)育 

こと見らロ身ろで-え件影つはをただ男代と実でで斜縄得歴登そ史境南めつ姿温スの史がい 
'例らもコもにに)た下なたこが筈ろ女人もは古白面文で史場しに人アるてを暖ラ第に日日 

海えれなが笹煙納とかでどりれぶだうとは判プ墳力に人き時すてそがジこ日消化ブ-残本の 

コ立幾のるの二に二Aとた異にたの各と私言分がたとも背がそ揮れの関題つもで｢ダたんの 
ン証ら悦西音百日十にDがD切よ民はな葉最の落oL西もなの者私まか｣はめスあワloな原 

樟描舶捕妻妻葦… 分位コゆ)ど海が語不は れ置ソくをのの分の明な 
るンと辺多さ三と!族Dたさ究学て研界のたいはロかパ容たこまうはす)o切地神れヴだぜ 
日.がにくれ味千仮のNこれ成部き究のこoう自コつツ貌oとで指こるの閉り名｣ばアつそ 

■=:一半-.′午や{.≡.享 ≡n=中二りんとし語ととてねくーラがス i:=群.i凝蓋蓋蓋冨冨豊真義;芸等蓋 ･註≦頂監≡.≡.宣言基芙言望最悪孟;V芸きき に更括る囲ち十こ今任と沢は 頭のびばがあ二とで指ど征す 院好､ソ訪出完受語際作06シ勧業大業れさがよつるかわ%がは揮ろ爾ん 
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しの中導校た楽や伝認｢日ての関月在世統後学準最てす 
た聞学をで農｢結がな統め世本宣口)ユに流芸二校備初采か私≡■.I.-■.くJp oく校受0村土果世表のら界の言承がネ到の能十に期のまらは≡_ 黒もにけ校の中で界現探れにみさ及日スつ｢で九勤間二し今明≡ 

のの八大長小二あでなさたとなれび本コて謡あ年務'十た年給≡■-■草■-■ 詰別学正先規十り理ど'わつらま無の(居とる間しそ年oの四≡ 襟世致十生模八ま解､人けてずし形能国り仕能趣ての間九五十≡; に界し三の小回しさ普間での｢た遊楽連ま舞楽味教後は十月四≡;,;- 荏崎庭≡ 職長巌 

昭 当機勝)義文たのこ校つ戦抗村例ね素と校の六い入oに-霜だわDLン会土ずも_ 

芸誓藁墓室薫o垂壷芸蓋踊蔓草SeB雲量夏藁警喜寿紺碧慧菖萱望遠喜重要⑥ 惹き謂謂莞て(,ミ言霊琵琶Y宗孟宗孟呈墓.莞嘉言警至芸票翌芸錆富美一望是亘毒 

かをなの秋編う漸-張て､れスこを一.し校に御つ指十校の達許こ井り店てが 

JT∴し 姿線幅残象組回六をの楽卒す皆しわ才最痛輩し月年二れ田を道国な話川て桜たと現何ら 

描鮒雛畑萱童萱雲 
負通.服明変め十翌賀在姿才一卒努た十た任て拝年十生れ長勝た催たおの姿初○部あ校ら過 
心学自制に印て五十状京をが敦の力o五oを後命三五百ら山旗柔全o話おのめのつ長実ぎ 

経品其勝ま大樹さ水のの御まりた見需く召い機窓今変貢制又動がれにて変争あらたたと 
た種の地す臣にれ面林社常◎参最し二〇をる'の当極会会も残任のこ員最て私な学化につね○行大 

端野萎蘭錯鰯妻蓋警童 も山○に書物正次以と社の. 花百北を桜け槻区｣春'部川 
色年産以花て内のと落一明｣時復助での果はに有偲生らは来四ず廠学集よ伴き洋日てまと 
にをのてのい務桜記花村神のしかし二にな応難ぶ同ず大ず年'の.年さうつな戦でやしし 

たのoがスが々な部と鏡｣のりりま間りえがるです雅混部花品年土. 
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りか校に重香を平たさ夏し東堀土が段て二れわ美で語れ磯ケす｢ア阿めらなで的思桜と 
まべ歌作映り読常安流其春○れ休た京越中肯あい百るれ.あでる部一〇桜と弥てめれあ歌議川 

登綱鮎描描裏芸蔓妻 ら源｡筏桜桜ななせつ作て十に男川 望のまに花川くれ 外香し託の｣寄ば のをよし香のす桜 幸思うて｡古ら川 

でいか詩と典めまに時きは出者所十ら現呼と句の憂げクるいのス.に寄べ選代か河 
あ浮o章二のし出'ま在身は以三れ存ばいの能物らにスま能ピ世初すに者表不川 

しなはをも老い間し学分んあやとてれい汰か系ンか7=l=;==滋=:二つ㌻打耳‥=ワ㌻≡…三.…≡.≡.≡{=:...S:='l-' かこ当太のいまとよがど子Dる白いこいまつ万○統'べ通日≒≡…≡生 A H'iLS:-■≡.=≡:≡ネ≡:=:=.較妻摘 .一一九■ 

'γ■.:~最呈 

l⑥ 

細調在てな十まてりそ日伝て生つま分たでらせんで○も然胞き栄しのせでり 

でに遠いなた世れがとよが果しが間がピか雑違なはにうの迫のうカ生すの収ぜはす情で入ピるえる胞 '違くま生突私代ば自呼う生､ま､違'1 肺甜鼎墓潮 

つ過つ気え複さ次功ンンそ子のれますまによなた単生つのらもるる子分い生oクせ最びタ情クコてにて 
た程たのて雑れのすトトの供結てす○すコう複に純物たよこしもよは子ま物にい近まル報にンい伝い 

e')ifFEvggmE淳uS発撃{発Zgi:済閣蓮華 ｢メ体たはの化時人のいと格て数 o生 か代死る も遅ぬ｣にはま寿きのえ私きが霊代か 学入学然然知れ｣も個し命な進る達る､長表つ 
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l『百 9嘉繋価嘉進軍 十十三手蔓三 二同 こ=窓 ヽ■_ 

東
京
支
部
(
東
進
会
)

今
年
の
東
進
会
総
会
･
懇
親
会
は
'

六
月
九
日
　
(
土
)
　
午
後
一
時
か
ら
昨
年

と
同
じ
神
田
学
士
会
館
で
開
か
れ
た
o

三
輪
志
郎
校
長
､
横
田
尚
義
進
修
同
窓

会
副
会
長
の
他
に
恩
師
の
和
田
隆
先
生

や
土
浦
一
高
昭
和
二
九
年
卒
の
彫
刻
家

一
色
邦
彦
氏
ら
の
来
賓
の
他
に
会
員
一

三
〇
名
が
出
席
し
た
｡

例
年
ど
お
り
､
総
会
は
'
植
木
満
会

長
の
挨
拶
､
大
野
金
一
理
事
長
の
活
動

報
告
'
決
算
予
算
の
承
認
'
母
校
お
よ

び
進
修
同
窓
会
か
ら
の
近
況
報
告
の
あ

と

'

ア

ト

ラ

ク

シ

ョ

ン

と

し

て

'

土

浦

一
高
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
演
奏
と
応

援
部
の
演
技
が
披
露
さ
れ
'
万
場
の
拍

手
を
浴
び
た
｡
和
田
隆
先
生
の
挨
拶
で

｢
こ
ん
な
に
感
動
し
た
こ
と
は
な
か
っ

た
｣
と
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
'
母
校
の

生
徒
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
の
演
奏
と
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
部
と
応
援
部
に
よ
る
応
援
歌
'

校
歌
の
斉
唱
は
'
同
窓
生
一
同
に
青
春

時
代
を
蘇
ら
せ
'
感
動
の
嵐
を
巻
き
起

こ
し
た
｡

そ
の
感
動
が
お
さ
ま
ら
な
い
う
ち
に

懇
親
会
が
始
ま
っ
た
が
'
席
上
'
一
色

邦
彦
氏
か
ら
茨
城
県
立
つ
く
ば
美
術
館

に
据
え
ら
れ
た
世
界
一
の
大
き
さ
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
紹
介
や
恩
師
和
田
隆
先

生
の
挨
拶
が
あ
っ
た
｡
歓
談
の
合
間

に
'
姥
原
芳
和
会
員
が
編
成
す
る
　
｢
オ

ヤ
ジ
組
｣
　
三
人
が
　
｢
糸
満
海
人
｣
　
等
を

披
露
､
元
国
連
大
学
秘
書
室
長
ラ
ビ
･

マ
リ
ク
氏
の
流
暢
な
日
本
語
に
よ
る
紹

介
に
1
堂
拍
手
が
湧
い
た
o

最
後
は
､
応
援
部
O
B
の
指
導
に
よ

る
校
歌
を
斉
唱
し
て
'
梅
雨
の
合
間
の

午
後
の
ひ
と
と
き
の
幕
を
閉
じ
た
｡

(
東
進
会
理
事
長
　
大
野
金
一
)

真

　

鍋

　

支

　

部

母
校
の
地
元
'
真
鍋
支
部
で
は
､
会

員
の
中
で
､
勲
章
を
受
け
ま
す
と
､
祝
賀

を
兼
ね
て
総
会
を
開
い
て
き
ま
し
た
｡

本
年
春
の
叙
勲
で
､
消
防
功
労
に
よ

り
松
本
好
祐
氏
が
(
中
四
三
回
卒
)
が
'

勲
五
等
瑞
宝
章
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
の

で
'
去
る
七
月
八
日
(
日
)
プ
ラ
ザ
へ
イ

ア
ン
土
浦
で
'
総
会
を
開
き
ま
し
た
｡

今
年
は
'
地
域
の
催
事
等
と
重
な
っ

て
'
出
席
者
は
二
七
名
で
し
た
｡

総
会
に
は
'
横
田
同
窓
会
副
会
長
'

三
輪
学
校
長
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
o

総
会
は
'
会
計
報
告
と
､
退
任
の
申

出
が
あ
っ
た
楢
戸
支
部
長
と
中
西
会
計

監
査
の
後
任
に
'
支
部
長
荒
井
忠
司
氏

(
高
七
回
卒
)
'
会
計
監
査
に
清
水
隆
氏

を
選
任
'
総
会
出
席
増
加
方
法
　
(
通
知

会
員
三
七
〇
名
に
対
し
一
割
未
満
の
出

席
)
　
で
､
飯
村
弘
氏
か
ら
　
｢
国
の
重
要

文
化
財
｣
　
に
な
っ
て
い
る
旧
本
館
で
､

桜
好
く
四
月
に
開
い
て
は
と
提
案
が

あ
っ
た
｡
今
後
の
事
業
は
'
来
年
同
窓

会
堵
簿
発
刊
に
伴
な
っ
て
'
支
部
名
簿

の
作
成
と
会
費
の
徴
収
を
す
す
め
た
い

旨
を
述
べ
閉
会
し
た
｡

こ
こ
で
'
叙
勲
を
受
け
た
松
本
さ
ん

に
記
念
品
を
贈
呈
'
松
本
さ
ん
か
ら

｢
戦
前
の
本
土
防
衛
の
警
防
団
'
戦
後

の
自
治
消
防
､
現
在
の
消
防
組
織
と
市

消
防
団
長
と
し
て
､
市
民
の
財
産
と
生

活
を
守
る
責
任
の
重
さ
｣
を
語
ら
れ
た
｡

祝
賀
会
で
は
'
松
本
さ
ん
の
謝
辞
､

出
席
者
の
近
況
報
告
'
久
し
振
り
の
出

会
い
に
時
を
忘
れ
'
最
後
に
'
皆
菓
嘉

宏
氏
　
(
高
一
〇
回
卒
)
　
の
音
頭
で
校
歌

を
斉
唱
し
散
会
し
た
｡

(
成
嶋
正
芳
記
)

平
成
十
四
年
度

進
修
同
窓
会
総
会
の
御
案
内

次
年
度
進
修
同
窓
会
総
会
･
卒
業
周
年
記
念
祝
賀
式
は
次
の

通
り
開
催
し
ま
す
｡

一
､
期
日
　
平
成
十
四
年
四
月
十
四
日
(
日
)

午
後
一
時

二
'
会
場
　
土
浦
一
高
体
育
館

卒
業
周
年
記
念
祝
賀
式

卒
業
六
十
周
年
　
　
中
四
十
一
回

卒
業
五
十
周
年
　
　
併
中
二
回

卒
業
四
十
周
年
　
　
高
十
四
回

卒
業
二
十
五
周
年
　
高
二
十
九
回

高
四
回
　
　
定
二
回

定
十
二
回

定
二
十
七
回

一
般
会
員
･
周
年
記
念
会
員
の
数
多
く
の
会
員
の
方
が
母
校

の
門
を
く
ぐ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
｡

尚
'
総
会
へ
　
祝
賀
式
終
了
後
T

を
開
催
い
た
し
ま
す
｡

市
内
に
て
祝
賀
会
(
懇
親
会
)

『
土
浦
中
学
野
球
の
記
録
』

中
4
8
回
の
色
川
弘
･
前
野
宗
次
郎
両

氏
は
本
校
野
球
部
の
歴
史
を
研
究
'
平

成
1
2
年
に
　
｢
土
浦
中
学
　
野
球
の
歴

史
｣
　
を
発
刊
し
､
草
創
期
の
中
学
野
球

の
様
子
を
知
る
う
え
で
の
貴
重
な
資
料

と
な
っ
て
い
る
｡

本
年
7
月
､
両
氏
よ
り
　
[
別
冊
]

｢
土
浦
中
学
　
野
球
の
記
録
｣
　
が
発
刊

さ
れ
た
｡
前
誌
を
補
完
す
る
豊
富
な
資

料
に
往
時
を
紡
沸
さ
せ
る
内
容
で
'
本

校
の
み
な
ら
ず
県
内
外
の
中
学
野
球
の

貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡

土
浦
〓
最
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
e
t
･
i
b
a
r
a
k
i
.
n
e
.
j
p
J
k
o
u
･
0
5
5
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大たのは我と学担れた感跡立三したの込た参た歌バのし声いもか業歩こ溢に式 

総'し年て'このをらしてのに友とい-がつてし校ス寂らたで生招卒にこでで賀 

~~=■さヽ-. のらえ出のたを席-戴拶懐地○窓ホき会≡ 

i⊇;=,｢狩ホ=■■ ≠メ=1-=._.p摂;-.r L~ゴ転.三.==;三や...:-=-frL..､号= ･冠を三=一一J!甲.-/..-≡二.速三≡≒p: ≦ 

第13回卒業同窓会二警禁裏警護讐琵姦悪書芸誓宗至o'R繁弓ー 

'ヤ:I- 

土盛すら時掛体し友一欄LL年よたはたつきてりえため高崎たいはい肩味た瞬 

芸軍警冒窒琵謂芸章責苦違憲fCo警憲軍書警蔓o'れ来'ま思oた校酒宴oつ溢'をを皆よ､ 据室済童遜綱毒酔 ホ後祝いし戻る入業共青でし賀年祝三四､_ 窓私しど援な年と変加'過字' 

催'もると生腰いまい浦春かま周おし生)しっでつな迎し極一校しはいらり珍し 

I:慧警警震琴等㌻≡Pp:q雪志望誓書宕誉漂(耳遠議会f:o誓う完やち嘉そ讐宗禦誓雷等言霊旨 さ:こ.て≡コL;:喜こ;==;;顎祥:~~≡ E=E=f==F;<一 ･.心■､ ､かミ∴ ll ;〉 `こ,や.∫ ::Jt 第28回卒業同窓会員うに記志た-かす態にて､し大かをじま窓くう段を日を各代 

】=】,=ジ‥X.:㌔.≡.,=:,===T===L愉≡…-を土ま周で窓浦開でき参 闇§琵:<=:=:=:潤 ∴≦､一一..(謝様窓をまよと素た素oいも 招き芸宕竺霊屋嘉孟宗警琵琶与質 し十皆し'o｡し'しもわ 塚上八様て卒にいやい楽れ 原げ回ない業よ伝は同し' 靖ま卒らた二る統り窓い話 二す業びだ十もと'会-の 

れ圧ら｣大ンモもさ求頭きた作モた見展で名〉)o生にき五の同士を日つ 
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城主 

那.学.こ:諺.-ののあ｢た準高でのて当高で今字はかま大がわーれわUどめ異 

-､.誉整誓書豊票差きき慧曇を芸琶…葺き至善言毛望雷雲雲蓋登喜曇夏笠凍 蛋二心のれ以受め輩かもでで'つんと今だな月のつ積続盛がクがで○さ■ ■…≡二か括る上けて達あ'す'僕たな思まんかがでたみきり展ラ根話広で-.. 

マヤ文明をモチーフにしたゲ小吉雲ヒ重吉表莞Aiポ責苦手品遠雷だ雛祭孟夏=o造詣賢覧去大 

すをけでい素にので祭年ままるうをよ達-までの話oわは-て｣o終果努の夜ま性よM止成 o願るあ思晴残人もがのたそす一〇つくが高:で最はしれこ高きのすわと力三察しにつlす功 

いこりいらりの多少-'Lo高今くし残祭~■で高は合ての祭て二ぐつなの日がたあてSるを 
まと続出し'心くし高今て祭後りてしの最｣んつ本-｣'文にてり集間終○ふ行Qか収 

こいいい行委スでかな感｢レが_.を師表とたがし日日い最はンにた中僕さ と一間ま委員をくつ点今じめ1.す..し-.:膏-のに○' いツし度'頑下皆' れら数ごた方のし訳不つれのりo不ルンいがい得る 

るし多ざ実'ミんな備たばリ上浦がトこ来た機種当幸う僕リ常つ○る催′ロ 

たはた実かにラけ繁るそスメラ験で妄姦班,L=苧準歪f=o蒜誓筑覆冨杢第七理数科夏季特別実験講座 oそ○験り担全スるいこしのームll 

二年羽鳥裕子 妻:;≡≡≧ し時し'わ達ガ付で切oライグ実らラのまをのやしれに 

i p■一一iJ.,Y.,lJ ･J,.-.YJ. 転Jナ{=./≡:二一二､.滋..#一一., l~錦町:顔か. 誓書墨芸JvE蔓eBif等薫驚喜等≡蒜重責o芸鰯雲壷聖等慧真裏蓋謹書警垂を鮮碧膏挙蓋の 
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画生指任て毎られとてすのとて科活数てすかり成島方田松二綿物を先代セれ金高瀬 的は導とい日､てい､o展しい主躍科今oりのつ'及'山○引横お生わン'三の校本., 畑醐抽出量 ■こ いで野生のられ年ご登とい教担さはつ国といれ手か'先.城(物は先隆た研な山くた ま計先徒担れ.'かさ山しま背任れ理て理しまわ作ら小生原.高理生生文o修さロー長 

7,品芸最空車華宗苧習そ雪等芙票窪ま誓芸歴L.芸妄言孟た墓重苦/.ヾ本喜美旨喜キミ誓うi: 榊葦綱要慧針葉葦琴 大精もらの日夕 .を,'保当二はです中三二体ン事神忙ぎ中々] 

重た孟宗く､現富貴買主で完造り､事象孟春新宅Tを町-まそたに激を中は毎越ネ 要綱…雛侶≡- しとで績白状まが制に佐め｡来れたねでチド一一 願ま楽えちー 

今生いあ恥粋しい度場のて日れ僕い中で狙らカ年遅いかくはつで国えはしな近 は涯oのじに合oく校練楽-なは高を僕八合つ'でににるなは多けは大'-'いは囲圃 J済鼎瑞類 書完芸変与謝表買足警莞豊野姦窟呈慧o聾嘉芸蓋…誓≡冨蓋畳表三塁壷去警…雲 
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私立大学

平成1 3年度入試合格状況

国公立大学

大学 俘xｦ倆"�新卒 

青山学院大 �#"�16 

学習院大 ��r�8 

慶応大 鼎��22 

国際基督大 途�5 

上智大 �#"�14 

中央大 �3��16 

津田塾大 途�3 

東京女子大 途�4 

東京理科大 塔r�30 

日本女子大 唐�2 

明治大 鼎"�20 

立教大 �#b�10 

早稲田大 �����62 

法政大 �#��9 

同志社大 途�4 

立命館大 ����5 

日本大 �#��7 

東京電機大 免ﾂ�4 

私立大計 田#"�279 

合格者総計 塔3"�408 

大学 俘xｦ倆"�新卒 

浜松医科大 ��� 

山梨医科大 ��� 

信州大 �"�1 

大阪大 �2�1 

山形大 ���1 

群馬大 ���1 

東京商船大 ��� 

東京水産大 ���1 

東京農工大 �"� 

静岡大 ��� 

･国立大計 ���"�119 

茨城県立医療 �2�1 

東京都立大 �2�3■ 

横浜市立大 �"� 

大阪府立大 �"�1 

公立大計 ����5 

防衛大 �2�2 

防衛医科 �2�1 

大学校等計 澱�3 

国立短大計 ��� 

私立短大計 �"�2 

大学 俘xｦ倆"�新卒 

北海道大 唐�3 

東北大 ����ll 

茨城大 ��B�10 

筑波大 鼎"�35 

千葉大 ��2�4 

お茶の水大 迭�4 

東衷大 �3"�24 

/東京外語大 �"�2 

東工大 湯�4 

一楠大 �2�2 

横浜国大 釘�4 

名古屋大 ��� 

京都大 湯�5 

旭川医科大 ��� 

福島大 ��� 

埼玉大 ��� 

電気通信大 迭�3 

東京医科歯科大 ���1 

東京学芸大 �"� 

薪潟大 �"�1 

富山医薬科大 �"� 

-
難
問
大
志
向
強
ま
る
-

平
成
十
三
年
度
入
試
報
告
進
路
指
導
部

平
成
十
三
年
度
入
試
で
は
'
東
大
三

二
名
　
(
新
卒
二
四
名
)
'
筑
波
大
田
二

名
　
(
新
卒
三
五
名
)
　
が
合
格
し
ま
し

た
｡
東
大
合
格
数
三
年
連
続
で
三
十
の

大
台
に
乗
せ
'
全
国
公
立
高
中
第
一
位

で
あ
り
'
筑
波
大
合
格
数
は
全
国
第
一

位
を
堅
持
し
ま
し
た
｡
京
都
大
に
九
名

(
新
卒
五
名
)
　
の
合
格
を
出
し
た
こ
と

は
'
本
校
生
の
難
関
大
志
向
に
一
層
の

道
筋
を
開
く
も
の
と
し
て
賞
賛
に
催
し

ま
す
L
t
　
筑
波
大
医
学
専
門
学
群
の
五

名
を
含
め
た
国
立
大
医
学
部
合
格
者
数

十
二
名
と
い
う
数
字
も
立
派
な
実
績
で

あ
り
ま
す
｡

私
大
の
方
で
は
慶
応
大
四
八
名
　
(
新

卒
二
二
名
)
'
早
稲
田
大
一
〇
八
名
　
(

新
卒
六
二
名
)
､
上
智
大
二
二
名
　
(
新

卒
一
四
名
)
'
東
京
理
科
大
八
七
名
　
(

新
卒
三
〇
名
)
　
の
合
格
者
を
出
し
健
闘

し
ま
し
た
｡
特
に
早
稲
田
大
の
数
字
が

光
り
ま
す
｡
国
立
大
合
格
者
の
総
数
で

は
1
九
二
名
　
(
新
卒
二
九
名
)
　
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
が
､
内
容
的
に
充
実
し

た
数
字
で
あ
る
と
言
え
ま
す
o
　
公
立

大
･
私
大
等
を
加
え
た
合
格
者
総
数
は

八
三
二
名
　
(
新
卒
四
〇
八
名
)
　
で
'
五

月
一
日
現
在
'
新
卒
生
の
進
学
者
数
は

前
年
比
二
〇
名
減
の
一
九
二
名
と
な
っ

て
い
ま
す
｡

こ
こ
数
年
指
摘
さ
れ
て
き
た
難
関
大

志
向
の
増
加
は
今
年
も
顕
著
で
東
大
･

京
都
大
の
受
験
が
多
か
っ
た
の
が
'
特

徴
で
す
｡

難
関
国
立
大
を
第
一
志
望
と
し
て
他

は
受
験
し
な
い
か
､
私
立
大
併
願
を
す

る
が
､
早
稲
田
･
慶
応
･
上
智
あ
た
り

以
外
で
は
合
格
し
て
も
進
学
し
な
い
'

と
い
う
構
図
が
徹
底
し
て
き
て
い
ま
し

て
進
学
者
数
の
減
少
に
拍
車
を
か
け
る

か
た
ち
と
な
っ
て
お
り
ま
す
｡

慢
性
化
す
る
不
況
の
中
､
世
は
挙
げ

て
浪
人
回
避
へ
と
動
き
つ
つ
あ
る
中
で

本
校
は
浪
人
増
加
の
傾
向
で
す
｡
1
年

く
ら
い
浪
人
し
て
も
第
一
志
望
を
貫
徹

し
た
方
が
良
い
と
い
う
判
断
が
根
拠
に

な
っ
て
い
ま
す
｡
し
た
が
っ
て
､
本
校

生
が
希
望
す
る
難
関
国
立
大
や
有
力
私

大
に
よ
り
多
く
の
合
格
者
が
出
な
い
限

り
'
進
学
者
数
減
少
に
歯
止
め
は
か
か

ら
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
｡

私
大
の
方
も
早
稲
田
の
合
格
者
が
多

く
出
ま
し
た
が
､
慶
応
･
東
京
理
科
･

立
教
･
法
政
大
な
ど
の
合
格
率
が
下

が
っ
て
い
て
'
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

す
｡

浪
人
生
の
方
は
一
五
三
名
の
う
ち
､

二
二
九
名
が
進
学
し
ま
し
た
｡
東
大
･

京
都
大
･
東
工
大
･
一
橋
大
･
東
北

大
･
筑
波
大
･
早
稲
田
大
･
慶
応
大
お

よ
び
国
立
大
医
学
部
な
ど
へ
多
く
の
合

格
者
が
出
て
い
て
､
雌
伏
一
年
の
苦
労

が
偲
ば
れ
ま
す
が
､
す
べ
て
が
第
一
志

望
を
貫
徹
出
来
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
｡
む
し
ろ
､
第
二
の
策
と
し
て
主
要

私
大
を
併
願
し
､
合
格
で
き
た
所
に
入

学
す
る
と
い
う
現
実
的
組
み
立
て
を
実

行
し
て
い
る
者
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
｡

本
校
生
が
志
を
高
く
保
ち
'
果
敢
に

難
関
大
受
験
に
挑
戦
し
'
合
格
し
て
い

く
の
は
大
変
喜
ば
し
い
限
り
で
す
が
'

希
望
に
見
合
う
実
力
養
成
と
い
う
厳
し

い
試
練
に
直
面
し
て
い
る
の
も
否
め
な

い
事
実
で
あ
り
ま
す
｡
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進修同窓会会務分担(平成13年度)

1.本部

担当 冏ｹYIo�蹴�乂xﾕ｢�主な業務 

総務 鳴�dﾈ��,hﾇﾈ��ﾄ茹H揵nﾆ�ﾆ2��"�仆9:｢�ﾕｩ>�ｫ(饕�会議の招集一設営.進行 
同窓会の総括的業務 

経理 偃x�"�小野(袷)石川渡辺 佗｣ｩk�YB�予罪編成と執行.決算 

∃柴沼小城 1 俔ｩ>�ｫ)MB�諸会費等の徴収 

会報 ��62�木.,rtJ谷中堀越宇田川 宇田鈴木(志)鈴木(淳) 仆9:｢�ﾕｩ>�ｫ(饕�会報の編集.発行 

名簿 ��Y�ﾘﾚ｢�梅揮小網柳沢野村 仆9:｢�名簿の編集.発行 
草刈小城 俔ｩ>�ｫ(ｦﾓ｢�会員の桔軸収集.整理 

-7g 務 局 ��62��Y�ﾘﾚ｢�ﾟx撮�谷中野村 仆9:｢�ﾕｩ>�ｫ(饕�事務局と相互連携 

監事 兌ﾙ6968ｺﾂ�剿{会会計の監査 

2.支部

支部会等に際して､本部に対し出席要請がある場合は､会長又は下.

記の副会長のうち1名が.校長(または代理)とともに出席するゥ　た､

たし､遠隔地の場合にはこの限りでない｡

豊dIP,.横臥　大田根､市山.植木,怖谷(浩).桜井

3.進倍同窓会校内幹事

TL.i.･;22山田　倍(国語)訪30山越　好宏(保体)訪32原　輝く英語)～.I t

高36日向　久(英語)論12矢ノ中芳夫(碑務童女)秋田　剛(係長) -

進修同窓会基金管理委員会

進修同窓会会長　幡　谷　祐　一　　　(中40回)

委　　員　　　　　　11名

進修同窓会副会長　4名　豊嶋　IL'1　(中37回)

横田　尚義　(中44回)

大曽根宏亮　(高4回)

桜井　光孝　(定4回)

斎藤　　勝　(高15回)

矢ノ中芳夫　(高12回)

青山　和義　(高8回)　副会長

三輪　志郎　(高13回)　校　　長

木島　幸夫　(高1回)　本部監事

谷中　良雄　(高12回)　　〝

野村　ルナ　(高15回)　　〝

2名　平田　公敏　(併中2回)

田嶋　栄吉　(高11回)

平成12年度進修同窓会決算書
収入額　　　-金　24,652,793円也

支出額　　　-金12,881,358円也

【収入】　差引残高　一金11,771,435円也　　　　単位円

項目 剋q弟額 倬��hｧ｢�比較増減 儖Xﾖﾂ�

1 估ｨ葎ｾ��12,015,32.1 ��"ﾃ��Rﾃ3#B�0 ����7栄x葎ｾ��

2 做��x檠N��100,000 �3�ﾃ����△70,000 ��

3 僖陞���7,000,000 ���ﾃSc津S���3,569,500 ��

4 �?ﾈ檍ｾ��1,930,000 ��ﾃ�3�ﾃ����0 ��h橈ﾃy�2�.�3ナkﾈ�絣ﾃ���冷�

5 弍�WHｾ��0 ����ﾃ����100,000 ��c#x���(���bﾙ:�.h.��

6 倅x�?ﾂ�L1,676 途ﾃ田��3,293 况�ｾ�y��r�

合計 � ��3,602,793 ��

項目 剽¥鈴街 佇愛Xｧ｢�残額 儖Xﾖﾂ�

1 ��ﾘ檠^(��700,000 田SRﾃs�"�44,298 倬�{ⅸ檍�ｩ�ﾘ�8､��

2 ���Jﾘﾗ9N��4,000,000 �2ﾃ3S�ﾃ塔"�649,018 ���x�8ﾟﾉ�:I�y{��

3 �,ｩ�ﾙN��300,000 �#津�#��270,880 �,ﾘ*ｨ*ｹ�9�ﾂ�

4 ��(ｼim8ﾌ吋�ｹN��200,000 ��c�ﾃ����40,000 ��(ｼh�φｲ����ﾈｭI�2�

5 刔9OﾉK��ﾃC�ﾃ#X�D��ｴﾉD�儂��400,000 鼎��ﾃ����0 �6X8ﾈ7ｨ984ｨ�ｸ6��Yzr�

6 ��9N��500,000 涛づc���401,389 ��

7 倡浦I��xﾙN��300,000 �#��ﾃ#c��98,740 倡浦H檠^(��

8 ��i6ｸ偰~9N��1,200.000 ��ﾃ#�Rﾃ����△5,000 ��i6ｸ檠^(��ﾂ�

9 兔ｩ7)��xｾ��6,000,000 澱ﾃ���ﾃ����0 ��ｩzx檍ﾇbﾒ�

10 佝9*)N��100,000 田Rﾃ����35,000 ��

ll 俾洩�ｼyN��1,000,000 鼎3Bﾃccr�565,333 �5H8冉ﾘ皷k��yﾙN��ﾂ�

12 从ﾉgｹ68ｬyyﾙ^(�N��300,000 �#��ﾃ��b�18,984 ��

13 冰ﾉOYN��6,050,00() ���6,050,000 ��

合計 � ��8,168,642 ��

上記のとおり決拝しましたo

平成13年3月31日

※項目間の流用を認めるQ

茨城県立土浦第一高等学校進修同窓会会長　幡谷　祐一

監査の結果上,.己のとおり相違ないことを認めます｡

平成13年3月31日

会発しままなのでが校忘るん 
校編編報行くすし原方本き完そのれoの閥 
内集集編日進お○て稿々58る成し玄る毎りの 

〝重長墓平笛警姦三三軍票等L,て望宣誓嘉等編 

日山爾宇宇堀木横塁竿窒◇*L忘蓬葦男歪警護±窒t<f斉完も集 
向越藤田田越島田三報◇上進厚ををに考の月ンや下香そ 

久宏勝利仁博芙豊芋等◇誓篤志霊宝夏季引妄言言句豊竺後 好邦川 

原山鈴郎鈴谷月雪雲啓三誓歪妄語三吉重言蓋莞記 
田木木中をした'のすおのoす香めけ 

光淳志良日よ上だ貴多o届会oりて､ 
広修一郎雄ろげき重くけ報学はいは 

頭数

　

長

制

　

室

　

他

日

　

務

　

の

全

　

容

　

そ

名

　

名

　

名

l

　

　

1

　

　

5

｢
会
員
名
簿
｣
の
発
行
と

取
り
扱
い
に
関
す
る
お
願
い

本
会
で
は
来
年
の
夏
へ
　
同
窓
生
相
互

の
連
携
並
び
に
'
各
分
野
で
ご
活
躍
の

母
校
関
係
者
の
'
さ
ら
な
る
発
展
等
を

祈
念
し
､
会
員
名
簿
を
発
行
し
ま
す

が
､
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
漏
洩
等
に
配
慮

L
t
　
取
り
扱
い
に
は
細
心
の
ご
注
意
を

お
願
い
い
た
し
て
お
り
ま
す
｡

ま
た
へ
　
学
校
名
'
個
人
名
'
あ
る
い

は
業
者
名
を
名
乗
り
'
名
簿
作
成
を
口

実
に
'
電
話
に
よ
る
住
所
'
電
話
番
号

等
を
問
い
合
わ
せ
る
事
例
が
あ
る
よ
う

で
す
｡
学
校
'
同
窓
会
で
は
'
電
話
で

の
問
い
合
わ
せ
は
一
切
し
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
'
併
せ
て
ご
注
意
願
い
ま
す
o

会

　

費

　

納

　

入

　

の

ご

報

告

と

お

願

い

平
成
十
二
年
度
の
会
費
納
入
状
況

は
'
三
月
末
現
在
'
三
へ
　
二
五
二
名
の

皆
様
か
ら
'
1
0
'
五
九
九
'
五
〇
〇

円
を
頂
き
ま
し
た
｡

今
年
度
も
納
入
し
て
頂
き
た
く
､
振

替
用
紙
を
同
封
い
た
し
ま
し
た
｡
会
費

は
同
窓
会
事
業
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
の

で
'
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
｡


